
第４回山口きらら杯 
マルチリンガル（多言語）スピーチコンテスト 

グローバル化の時代が進むなか、母語や第二言語だけではなく、第三の言語を操れるよう

になることも夢ではなくなっています。 
そこで、日頃学習に励んでいる方に多言語での発表の場を提供するとともに、多くの方に

多言語の世界に触れていただくために、今年も山口きらら杯のマルチリンガル（多言語）

スピーチコンテスト開催することになりました。 
発表言語は基本的に、日本語・英語・中国語・韓国語・スペイン語にさせていただきます

が、今後はその他の言語へとひろげていく予定です。数あるスピーチコンテストの一つの

言語に偏ることなく多言語を尊重することが、山口きらら杯・マルチリンガル(多言語)スピ
ーチコンテストの先駆的な特徴です。 
第四回となる今回のコンテストでは、みなさんに是非楽しく有意義な多言語の時間を味わ

っていただきたいと思っています。たくさんのご応募をお待ちしています。あわせて、大

会当日は、お誘いあわせの上、多くの方々のご来場をお待ちしています。 

スピーチのテーマ：・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

夢 
（実体験に基づく、温もりを感じるメッセージ性の高い内容の発表を求めます） 

大会日時 
場所 

2008 年 1月 15 日（火）18：00 ― ２０：３０ (交流会含む) 
(山口県立大学 講堂) 

形 式 
日本語ともう一つの言語（英語・中国語・韓国語・スペイン語のいずれか）をあわせて計８

分間（厳守） 
出場資格 ＊国籍は問いません。  ＊山口県内の大学生・社会人ならどなたでも構いません。 

応募方法 

氏名、国籍、住所及び連絡先を明記の上、日本語（約４分）ともう一つの言語 （日本語と同
じ内容：約４分）を合わせて８分間のスピーチを録音したカセットテープ、ＭＤ、またはＣ

Ｄと、その内容を活字にした印刷原稿を、12月 11日（火）必着で郵送または持参してくだ
さい。 

予  選 
 

原稿と録音テープをもとに、８名の決勝出場者を選びます。 審査基準は主張内容に重点をお
きます。発表言語が、母語ではない場合ハンディ得点が加えられます。予選の結果について

は、12月 20日（木）までに応募者すべてにお知らせいたします。 

賞 
最優秀賞（山口きらら杯と副賞３万円）、優秀賞（山口県立大学国際文化学部杯と副賞２万円）、

特別賞（会場賞と副賞 1万円）      ＊決勝出場者には交通費が支給されません。 
 なお、上位 3名のスピーチ内容は、本学部ホームページで公開されます。 

     主催：山口県立大学国際文化学部    後援：（財）山口県国際交流協会 
応募先およびお問い合わせ先： 
〒753-8502山口市桜畠 3-2-１ 山口県立大学国際文化学部学部長室内  
第４回 山口きらら杯マルチリンガル・スピーチコンテスト係 
電話：083-928-3468（月～木：10:00-16:00）   E-mail: kokusai-jimu@fis.ypu.jp 



多言語スピーチコンテストに 
出場してみませんか？ 

日本語と、英語・中国語・韓国語・スペイン語の中からいずれかの

言語を選んで、２つの言語を使ってあなたの体験や考えを表現してみ

てください。 

 

テーマは「夢」。 

 

文化を超えた人と人とのつながり方について、また、さまざまな文

化的背景をもった人々が幸せに暮らせる地域社会のあり方について、 

あなたのメッセージを言葉に託してください。 

 
※ ２つの言語の組み合わせ方は自由です。日本語ともう一つの言語を段落ごとに交互  

に切り替えても、一文ずつ交互に切り替えても、また、一つの言語ですべてを話してか

らもう一つの言語に移っても構いません。 
ただし、両方で 8分間の制限時間となります。 

※ すべてのスピーチは同じ基準で審査されます。 
 

さあ、多言語世界を味わってみましょう！多くのご応募・ご来場を

お待ちしています。 

 
    ご不明な点は、お気軽にお問い合わせください。 
    山口県立大学国際文化学部マルチリンガルスピーチコンテスト係 
 
 


